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謹
醤
謡
鑑
曝
難
膨

　
昭
和
五
十
五
年
度
結
核
予
防
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B
C
G
接

種
を
、
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。
該
当
者
は
通
知
書
及
び
母
子

手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

該
当
者
及
び
注
意
事
項

○
昭
和
五
十
四
年
生
ま
れ
の
人
全
員

○
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が

陰
性
及
び
疑
陽
性
の
人
全
員

○
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
今
ま
で
に
ツ
ベ
ル

ウ
リ
ン
接
種
を
一
度
も
受
け
た
こ
と

の
な
い
人

O
該
当
者
に
は
個
人
通
知
を
出
し
て

い
ま
す
が
、
万
一
通
知
も
れ
の
人
及

び
転
入
者
は
、
目
程
を
ご
覧
の
う
え

会
場
の
受
付
け
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

地
　
区
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

判
定
・
B
C
G

実
　
施
　
時
　
間

実
施
会
場

月
　
　
日

月
　
　
日

東
下
組
小
学
校
区

6
月
4
日
困

6
月
6
日
囲

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

東
下
組
小
学
校

中
条
小
学
校
区

6
月
1
0
日
㈹

6
月
1
2
日
困

午
後
2
時
　
　
～
2
時
3
0
分

中
条
小
学
校

下
条
小
学
校
区

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

吉
田
小
学
校
区

6
月
1
7
日
㈹

6
月
1
9
日
㈱

午
後
2
時
　
　
～
2
時
3
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

6
月
1
8
日
困

6
月
2
0
日
樹

午
後
2
時
　
　
～
2
時
3
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

6
月
2
3
日
㈲

6
月
2
5
日
困

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
2
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

珠
田
分
校

飛
一
小
学
校
区

6
月
2
4
日
㈹

6
月
2
6
日
困

午
後
2
時
　
　
～
2
時
1
5
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
5
分

飛
二
小
学
校

東
小
学
校
区

6
月
2
5
日
困

6
月
2
7
日
働

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

東
小
学
校

六
箇
地
区

7
月
2
日
困

7
月
4
日
囲

午
後
2
時
　
　
～
2
時
1
5
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
菊
分

野
中
小
学
校

十
日
町
地
区

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

　
’

、
　
ー
労
青
少
年

、
ー
ム

十
日
町
地
区

7
月
8
日
㈹

7
月
1
0
日
㈱

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

川
治
地
区
7
月
9
日
困

7
月
n
日
囲

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

惇
難
の
お
麟
鑑
懸

　
▼
六
月
十
一
日
困
　
午
後
一
時
～

五
時
ま
で
　
小
泉
の
一
蔀
、
北
鐙
坂

第
一
、
第
二
　
▼
六
月
十
二
日
㈱

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
寿
町
一
・

二
・
三
丁
目
の
各
一
部
、
千
歳
町
丁

三
丁
目
の
各
一
部
、
山
本
町
三
・

四
丁
目
の
各
一
部
、
千
歳
町
二
丁
目

▼
六
月
十
三
日
囲
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
七
軒
町
の
一
部
、
昭
和
町

二
丁
目
の
一
部
、
泉
町
の
一
部
、
昭

和
町
三
丁
目

…
　
癒
簿
の
薫
欝
救
愈
墜
…

一
1
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
一

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

…
　
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
皿

㎜
8
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

…
1
5
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
一

㎜
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番
…

…
2
2
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

…
2
9
目
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

…
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

育
児
相
談

3
歳
児
検
診

児1

歳
検6
　
力
診 月

児び育

　4児
検力学

月級
診　及

事
業
名

　6
（　月火
＿
　
1
7
　
日

　6
呆月

＿11
　日

　6
一月
色13

　日

　6
宋月・
＿25
　日

期
日

　午～
　後
4　　1

時　時

　半

～午

　後

21
時時

～覆

瀦

　午～
　後
1　1
時時
半

受
付
時
間

十
日
町
公
民
館

青勤
少労

年
ホ
1
ム

青勤
少労

年
ホ
i
ム

十
日
町
公
民
館

会
場
名

れ～54
の10年

人月8
　生月

生51
れ年
の12
人月

生53
れ年
の12
人月

生55
れ年
の　2
人月

対
象
者

地田箇川十
区・・治日

新大・町
座井六・

全　　　域

参
集
区
域

1歳6ヵ月児検診のみ検診通知書
を送ります（アンケート用紙）

個人通知がなくとも該当月のか
たはおいでください。

備
考

住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
．

●
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個

　
　
成
人
病
検
診
）
日
程

人
通
知
が
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等

で
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り

の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
区

　
　
）

6
月
9
日
偵

　
印
9
　
　
虎

～
午
甚
剛
－
時

仙
之
山
作
業
所
仙
之
山

　
則
－
　
　
，

～
午
払
剛
H
時
半

東
下
組
小
学
校
W
、
　
漉
野

午
後
－
時

～
午
後
－
時
半

慶
地
冬
季
分
校
慶
地

z
　
9
臼

～
午
後
3
時

二
子
冬
季
分
校
二
子

6
月
1
0
日
㈹

午
遇
削
9
時
半

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館

岩
野
、
下
条
栄
町
、
桑
原

野
田
、
山
際
、
原
、
廿
日

城
、
下
条
中
央
通
り

6
月
n
日
困

午
越
訓
9
時
半

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館

山
根
、
貝
ノ
川
、
新
保
、

水
口
、
蟹
沢
、
為
永
、
下

条
本
町
、
下
山
、
新
光
寺

6
月
1
2
日
困

　
印
O
」

～
午
甚
剛
U
時

上
新
田
公
民
館
上
新
田
全
区

　
剛
n
　
　
－

～
午
払
剛
n
時
菊
分

市
之
沢
作
業
場
市
之
沢

後
－
時
，

～
午
後
2
時
半

克
雪
セ
ン
タ
ー
新
水
、
蕨
平
、
上
田
原

6
月
1
3
日
囲

件
舗
醐
塒
畔

三
’
ツ
山
分
校
三
ツ
山

午
払
剛
－
時
，

～
午
甚
剛
11
時
半

新
水

克
　
　
セ
ン
タ
ー

嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
魚

之
田
川

後
－
時

～
午
後
2
時

飛
二
小
学
校
宇
田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、

山
新
田
、
小
貫

午
後
2
時
，

～
午
後
3
時

枯
木
又
分
校
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

＼ノ

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・

．
．
〆
L

　膨齪盈76』厚昌β』豊

」版⑤25
　　　　　　　　　　　口56万口

年8月25日第3種郵便物認可（／部6円）編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）／毎月25日昭和54年8月25日第3種

㎜
…
、
．
施
設
見
肇
袋
罐
参
揃
嘆
藻
ぜ
縷
爆
蝋
噸

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

市
の
現
状
、
市
の
し
ご
と
の
実
態
な

ど
を
実
際
に
目
で
見
、
耳
で
聴
い
て

い
た
だ
く
た
め
に
施
設
見
学
会
を
開

賓
長
と
藷
る
百

七
月
一
日
（
火
）

午
後
三
時
～
七
時

「49　●』』
欄』　“』

ζ》

催
し
ま
す
。
市
の
施
設
も
年
々
充
実

し
て
お
り
、
実
情
を
一
日
じ
っ
く
り

か
け
て
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
．
参
加
料
は
無
料
で
す
。

実
施
期
間
　
七
月
中
旬
か
ら
九
月
中

旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・
日
曜
目

は
除
き
ま
す
）

対
象
者
　
マ
イ
ク
・
バ
ス
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
原
則
的
に
は
二
十
名
位

の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
し
ま
す
。

見
学
コ
ー
ス
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
下

水
道
終
末
処
理
場
建
設
現
場
、
中
央

学
校
給
食
セ
ン
タ
i
、
博
物
館
、
魚

沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
市
民
と
語
る
日
は
、
今
ま
で
に
三

回
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
訪
れ
盛

況
で
す
。

　
今
年
は
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
、

八
月
か
ら
会
場
を
水
沢
、
吉
田
、
下

条
の
三
地
区
に
移
し
、
地
区
市
民
と

語
る
目
も
行
い
ま
す
。

　
移
動
市
民
と
語
る
日

　
八
月
－
：
－
水
沢
地
区
公
民
館

　
九
月
…
…
吉
田
地
区
公
民
館

　
十
一
月
…
下
条
地
区
公
民
館

　
こ
の
ほ
か
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

携
行
す
る
も
の
　
昼
食

申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
市
総
務
課
企
画
広
報
係
（
溶

七
－
三
一
二
番
内
線
二
三
六
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

街頭献血にご協力を

七
月
圏
日

商
工
福
祉

　
　
　
　
会
館
前

　
七
月
一
目
か
ら
一
カ

月
間
「
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
例
年
、
夏
に

な
る
と
海
や
山
に
出
か

七
月
分
広
聴
会
日
程

，
9
－
，
，
；

実施月日團 地　　区 会　　場

7月4日囲 下　条　地　区 下条中学校
7月7日（月） 水沢小学校地区 水沢地区公民館

7月10日困馬場小学校地区 馬場小学校
7月11日働美佐島地区 江道・猿倉

開発センター
7月14日（月）吉　田　地　区 吉田中学校
7月18日囲十日町西部地区 博　　物　　館

7月21日側八　箇　地　区 池の平集会所

7月22日図十日町東部地区 市　民　会　館

時間はいずれも夜7時～9時

け
る
人
が
多
く
、
交
通
事
故
も
多
発

し
血
液
の
使
用
量
が
増
え
る
反
面
、

夏
の
暑
さ
や
、
疲
れ
、
だ
る
さ
な
ど

が
原
因
と
な
っ
て
献
血
意
欲
を
鈍
ら

せ
、
こ
の
期
間
に
、
特
に
血
液
が
不

足
す
る
た
め
献
血
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

　
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
セ
ン
タ
i
長
に
血
液
友
の

会
の
馬
場
文
平
さ
ん
を
委
嘱
し
て
街

頭
で
の
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
十
日
町
青
年
会
議
所
会

員
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
街
頭
で
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
献
血
思
想
の
普

及
と
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
献
血
車
日
程

と
き
　
七
月
一
日
（
火
）
午
前
十
時

　
　
　
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
前

　
　
　
　
　
　
（
献
血
車
二
台
）

　
　
献
血
で
き
る
人

※
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

健
康
な
人

※
体
重
が
男
子
四
十
五
キ
距
ラ
以
上
、

女
子
四
十
キ
距
ラ
以
上
の
人
。

※
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
以
上
経

過
し
て
い
る
人
（
献
血
手
帳
の
あ
る

か
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
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次当当当
点選選選

白
川
　
　
勝
彦

高
　
鳥
　
　
　
修

木
島
喜
兵
衛

塚
●
田
　
　
徹

須
藤
友
三
郎

自
　
前

自
　
前

社
会
前

自
　
元

共
　
新

（
　
）
内
は
十
日
町
市
得
票

※
十
日
町
市
…
投
票
率
八
九
・
四
六
％
、
投
票
者
数
三
一
、

　
無
効
票
一
、
〇
六
九
票
、
持
帰
り
票
三
票

六
七
、
五
四
九
票

（
一
九
、
四
四
二
〉

六
五
、
四
三
四
票

　
（
三
、
〇
二
二
）

五
七
、
二
六
一
票

　
（
五
、
六
五
三
）

五
三
、
八
八
六
票

　
　
　
（
九
七
五
）

　
七
、
○
八
九
票

　
　
　
（
八
七
〇
）

　
　
　
〇
三
四
票

当
選
長
谷
川
信
自
現

当
選
志
苫
　
裕
社
会
現

次
点
丸
山
久
明
共
新

　
※
十
日
町
市
…
投
票
率
八
九
・
四
〇
％
、

　
　
無
効
票
四
、
五
〇
三
票

交
通
遺
児
育
英
会

　
　
　
　
　
奨
学
生
募
集

　
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、

交
通
遺
児
の
修
学
を
援
助
す
る
た
め

五
十
五
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

奨
学
金
　
高
校
、
高
専
…
国
立
月
一

（

）
内
は
十
日
町
市
得
票

六
八
五
、
五
七
六
票

　
（
一
三
、
七
三
七
）

四
五
三
、
六
四
三
票

　
（
一
〇
、
五
〇
五
）

一
一
〇
、
四
〇
二
票

　
　
（
二
、
二
七
〇
）

投
票
者
数
三
一
、
○
一
五
票

万
五
千
円
、
私
立
二
万
円
。

大
学
…
公
私
立
と
も
月
三
万
円
（
特

別
貸
与
生
は
月
四
万
円
）

入
学
一
時
金
　
私
立
高
校
…
二
十
五

万
円
。
私
立
大
学
…
三
十
万
円

返
還
　
二
十
年
間
割
賦
（
無
利
子
）

　
詳
細
は
、
在
学
中
の
中
学
、
高
校

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
予
防
を

　
梅
雨
時
期
を
む
か
え
、
食
物
が
腐

敗
し
や
す
く
な
り
、
食
中
毒
を
発
生

さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
食

物
管
理
に
ヤ
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
諸
行
事
に
多
く
利
用
さ
れ

る
仕
出
し
物
、
折
り
詰
め
な
ど
は
長

く
放
置
し
な
い
で
早
く
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
事
項

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
庖
丁
、
フ
キ
ン
、
ま
な
板
な
ど
調

理
物
の
整
理
整
頓

O
調
理
場
を
整
理
し
い
つ
も
清
潔
に

○
下
水
道
、
汚
物
入
な
ど
の
消
毒
と

害
虫
の
駆
除
を

○
仕
出
し
物
、
折
り
詰
め
な
ど
は
早

め
に
食
べ
る
こ
と

消
毒
機
を
無
料
貸
出

　
市
で
は
、
ハ
エ
、
蚊
、
ダ
ニ
な
ど

の
衛
生
害
虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
、

三
兼
消
毒
機
械
を
無
料
で
貸
出
し
し

て
い
ま
す
。

　
貸
出
し
方
法

　
貸
出
し
を
希
望
す
る
町
内
や
団
体

の
か
た
は
、
市
民
生
活
課
環
境
係
（
公

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ

申
し
込
み
、
使
用
方
法
な
ど
の
説
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
貸
出
し

の
一
～
二
週
間
前
に
申
し
込
み
、
目

程
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
は
　
　
　
＊

社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
運
動
月
間

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
カ
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。
七
月
一
目
を
「
更
生
保
護

の
日
」
。
七
月
一
ヵ
月
間
を
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
月
間
と
し
て
「
青
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
促
進
」
を

重
点
目
標
に
運
動
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
最
近
の
青
少
年
の
非

行
の
現
況
は
、
量
的
に
も
増
加
の
傾

向
を
示
し
、
特
に
中
・
高
校
生
の
非

行
、
家
庭
内
、
学
校
内
暴
力
な
ど
の

非
行
が
急
激
に
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
地
域
社
会
で
有
害
な
た
ま

り
場
や
悪
い
環
境
を
改
善
し
、
青
少

年
に
生
き
が
い
や
、
や
り
が
い
の
あ

る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

犯
罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
達

の
更
生
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
全
劃
4
！
ノ

旧
陸
海
軍
看
護
婦
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
実
態
調
査
に
つ
い
て

　
厚
生
省
援
護
局
で
は
、
こ
の
た
び
、

か
つ
て
陸
海
軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
実

態
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
も
と
陸
海
軍
看
護
婦
で
あ

っ
た
人
達
の
履
歴
資
料
や
各
種
の
記

録
は
、
戦
災
や
終
戦
の
混
乱
な
ど
の

た
め
、
現
在
、
国
に
も
地
方
公
共
団

体
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

の
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

調
査
対
象
者
　
調
査
対
象
者
は
、
も

と
の
陸
海
軍
の
病
院
な
ど
で
看
護
婦

長
、
看
護
婦
、
看
護
婦
生
徒
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
人
で
す
。
た
だ
し
、

日
本
赤
十
字
社
の
救
護
看
護
婦
と
し

て
の
勤
務
だ
け
だ
っ
た
人
と
す
で
に

亡
く
な
ら
れ
た
人
は
除
か
れ
ま
す
。

調
査
方
法
　
　
「
旧
陸
海
軍
看
護
婦
実

態
調
査
票
」
を
市
社
会
福
祉
事
務
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
七
月
三
十
日
ま
で
。

　
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
8
七
i
三
二
一
番
内
線
二

一
四
）
へ
。
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本
年
十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い

に
第
十
三
回
目
の
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
に
は
十
年
に

一
度
行
わ
れ
る
大
規
模
調
査
と
、
そ

の
中
間
に
行
わ
れ
る
簡
易
調
査
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査

は
十
年
に
一
度
の
大
規
模
調
査
で
す
．

そ
の
た
め
、
調
査
項
目
も
前
回
の
昭

和
五
十
年
調
査
よ
り
六
項
目
多
い
二

十
二
項
目
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
高
齢
化

が
進
む
我
が
国
の
人
口
の
実
態
、
経

済
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
職
業
、

産
業
別
人
口
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
な
ど
、
各
種
行
政
施
策
立
案
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
が
得
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
単
に
、
国
、

県
の
行
政
上
の
基
礎
資
料
が
得
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
「
地
方
の
時
代
」
と
、

い
わ
れ
る
社
会
の
す
う
勢
の
中
で
市

町
村
な
ど
各
地
域
に
お
い
て
も
利
用

し
や
す
い
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
目
町
市
で
は
、
今
回
の
調
査
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
国
勢
調
査
十

目
町
市
実
施
本
部
」
を
設
置
し
、
万

全
の
体
制
で
の
ぞ
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
調
査
の
円
滑
な
実
施
に
あ

た
っ
て
は
何
と
い
っ
て
も
全
市
民
の

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
鍵
に
な
り

ま
す
．
な
お
、
現
在
市
で
は
、
実
際

の
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
約
二

百
七
十
名
の
調
査
員
の
選
任
作
業
に

入
っ
て
お
り
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月

上
旬
に
か
け
て
、
各
市
政
事
務
嘱
託

員
に
調
査
員
の
選
任
を
お
願
い
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
3
七
ー

三
一
二
番
内
線
二
三
五
）
ま
で
お

よ
せ
く
だ
さ
い
。

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

引
、
証
明
に
使
用
し
て
い
る
か
た
は

受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当

日
受
検
で
き
な
い
場
合
は
、
期
間
中

の
他
の
日
時
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
に
受
検
し
な
い
場
合
は
、
後

日
、
計
量
検
定
所
長
岡
支
所
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
を
。
詳
紬
は
、
市
商
工
課
（
密
七

－
一
三
一
一
番
内
線
二
六
六
）
へ
。

労
螺
驚
駿
は

　
　
　
灘
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　玉田君少年の部で二連勝
　　　　　　　　　～市民つり大会～

　市民つり大会が6月8日大池で行われ、朝

早くから150人余のつり天狗でにぎわいました。

今年は、前日80キ・放流した鯉と昨秋放流し

たヘラ鮒の食いがよく、釣果は上々でした・

　大会結果は、少年の部で玉田陽司郎君（四

日町第3）が二連勝したのを始め、ヘラ鮒の

部で北村吉司さん（稲荷町2）、一般の部で高

橋正二さん（高田町4〉が優勝し、大物賞も

獲得しました。

　
計
量
法
で
取
引
や
証
明
用
に
使
用

し
て
い
る
「
は
か
り
」
の
使
用
者
に

対
し
て
、
知
事
が
行
う
定
期
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
左
表
の
と
お
り
定
期

検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
も
れ
な
く
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
通
知
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
通

知
の
な
い
か
た
で
も
、
は
か
り
を
取

定期検査臼程
検
査
目

会
場 受付時間 検査実施区域

七
月
二
日
困
　
　
　
　
　
　
　
七
月
』
一
日
困
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
四
日
働

市
　
　
　
　
民
　
　
　
体
　
　
　
育

午前
9100～10115

高田町1、2丁目、田中町全城

午前
10：15～11：30

本町1丁目上、下、本町東、西1r目

午後

1100～2115
本町4、5、61’目

午後
2115～3：30

本町2、31一目、袋町全城、栄町

午前
9100～10：15

高田町31’目全域、昭和町全域

午前
10：15～11：30

丸山町、西寺町、七軒町、関口樋口町

泉町、加賀糸屋町、駅通り、西浦東・西

午後

1：00～2115
稲荷町全域、旭町

午後

2：15～330

西本町全域、千代田町、八幡田町、

下川原町、宮ド全域、諏訪町、神明

町、水野町、若宮町、学校町

館

午前
9：00～10：15

川原町、江道、猿倉、上川町、田川町

全域、本町71‘目1、2、島

午前
10：15～1130

新座全域、高山全域、錦町全域・桜

木町、美雪町全城、春日町全城、千

歳町全域

午後
1：00～2；15

山本全域、寿町全城、河内町

午後
2：15～3：30

高田町4、5、61一目

　
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
雇
用
保

険
と
労
災
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
農
林
、
水
産
業
の
一
部
は
、
任
意

加
入
）
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
早
速
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
公
共
職
業
安

定
所
及
び
労
働
基
準
監
督
署
で
行
い

ま
す
が
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事

務
を
委
託
す
る
と
加
入
の
手
続
き
か

ら
、
保
険
料
の
申
告
納
付
や
労
働
者

を
採
用
し
た
時
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
利
用

さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

　
労
働
保
険
事
務
組
合
は
、
事
業
主

の
方
々
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
事
業
協
同
組
合

な
ど
が
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
委
託
を
し
た
場
合
に
は
、
事

業
主
や
家
族
従
事
者
な
ど
も
労
災
保

険
に
特
別
加
入
で
き
る
な
ど
い
く
つ

か
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
職

業
安
定
所
（
溶
七
ー
二
四
〇
七
番
）
へ
．
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次当当当
点選選選

白
川
　
　
勝
彦

高
　
鳥
　
　
　
修

木
島
喜
兵
衛

塚
●
田
　
　
徹

須
藤
友
三
郎

自
　
前

自
　
前

社
会
前

自
　
元

共
　
新

（
　
）
内
は
十
日
町
市
得
票

※
十
日
町
市
…
投
票
率
八
九
・
四
六
％
、
投
票
者
数
三
一
、

　
無
効
票
一
、
〇
六
九
票
、
持
帰
り
票
三
票

六
七
、
五
四
九
票

（
一
九
、
四
四
二
〉

六
五
、
四
三
四
票

　
（
三
、
〇
二
二
）

五
七
、
二
六
一
票

　
（
五
、
六
五
三
）

五
三
、
八
八
六
票

　
　
　
（
九
七
五
）

　
七
、
○
八
九
票

　
　
　
（
八
七
〇
）

　
　
　
〇
三
四
票

当
選
長
谷
川
信
自
現

当
選
志
苫
　
裕
社
会
現

次
点
丸
山
久
明
共
新

　
※
十
日
町
市
…
投
票
率
八
九
・
四
〇
％
、

　
　
無
効
票
四
、
五
〇
三
票

交
通
遺
児
育
英
会

　
　
　
　
　
奨
学
生
募
集

　
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、

交
通
遺
児
の
修
学
を
援
助
す
る
た
め

五
十
五
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

奨
学
金
　
高
校
、
高
専
…
国
立
月
一

（

）
内
は
十
日
町
市
得
票

六
八
五
、
五
七
六
票

　
（
一
三
、
七
三
七
）

四
五
三
、
六
四
三
票

　
（
一
〇
、
五
〇
五
）

一
一
〇
、
四
〇
二
票

　
　
（
二
、
二
七
〇
）

投
票
者
数
三
一
、
○
一
五
票

万
五
千
円
、
私
立
二
万
円
。

大
学
…
公
私
立
と
も
月
三
万
円
（
特

別
貸
与
生
は
月
四
万
円
）

入
学
一
時
金
　
私
立
高
校
…
二
十
五

万
円
。
私
立
大
学
…
三
十
万
円

返
還
　
二
十
年
間
割
賦
（
無
利
子
）

　
詳
細
は
、
在
学
中
の
中
学
、
高
校

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
予
防
を

　
梅
雨
時
期
を
む
か
え
、
食
物
が
腐

敗
し
や
す
く
な
り
、
食
中
毒
を
発
生

さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
食

物
管
理
に
ヤ
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
諸
行
事
に
多
く
利
用
さ
れ

る
仕
出
し
物
、
折
り
詰
め
な
ど
は
長

く
放
置
し
な
い
で
早
く
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
事
項

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
庖
丁
、
フ
キ
ン
、
ま
な
板
な
ど
調

理
物
の
整
理
整
頓

O
調
理
場
を
整
理
し
い
つ
も
清
潔
に

○
下
水
道
、
汚
物
入
な
ど
の
消
毒
と

害
虫
の
駆
除
を

○
仕
出
し
物
、
折
り
詰
め
な
ど
は
早

め
に
食
べ
る
こ
と

消
毒
機
を
無
料
貸
出

　
市
で
は
、
ハ
エ
、
蚊
、
ダ
ニ
な
ど

の
衛
生
害
虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
、

三
兼
消
毒
機
械
を
無
料
で
貸
出
し
し

て
い
ま
す
。

　
貸
出
し
方
法

　
貸
出
し
を
希
望
す
る
町
内
や
団
体

の
か
た
は
、
市
民
生
活
課
環
境
係
（
公

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ

申
し
込
み
、
使
用
方
法
な
ど
の
説
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
貸
出
し

の
一
～
二
週
間
前
に
申
し
込
み
、
目

程
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
は
　
　
　
＊

社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
運
動
月
間

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
カ
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。
七
月
一
目
を
「
更
生
保
護

の
日
」
。
七
月
一
ヵ
月
間
を
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
月
間
と
し
て
「
青
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
促
進
」
を

重
点
目
標
に
運
動
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
最
近
の
青
少
年
の
非

行
の
現
況
は
、
量
的
に
も
増
加
の
傾

向
を
示
し
、
特
に
中
・
高
校
生
の
非

行
、
家
庭
内
、
学
校
内
暴
力
な
ど
の

非
行
が
急
激
に
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
地
域
社
会
で
有
害
な
た
ま

り
場
や
悪
い
環
境
を
改
善
し
、
青
少

年
に
生
き
が
い
や
、
や
り
が
い
の
あ

る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

犯
罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
達

の
更
生
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
全
劃
4
！
ノ

旧
陸
海
軍
看
護
婦
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
実
態
調
査
に
つ
い
て

　
厚
生
省
援
護
局
で
は
、
こ
の
た
び
、

か
つ
て
陸
海
軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
実

態
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
も
と
陸
海
軍
看
護
婦
で
あ

っ
た
人
達
の
履
歴
資
料
や
各
種
の
記

録
は
、
戦
災
や
終
戦
の
混
乱
な
ど
の

た
め
、
現
在
、
国
に
も
地
方
公
共
団

体
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

の
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

調
査
対
象
者
　
調
査
対
象
者
は
、
も

と
の
陸
海
軍
の
病
院
な
ど
で
看
護
婦

長
、
看
護
婦
、
看
護
婦
生
徒
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
人
で
す
。
た
だ
し
、

日
本
赤
十
字
社
の
救
護
看
護
婦
と
し

て
の
勤
務
だ
け
だ
っ
た
人
と
す
で
に

亡
く
な
ら
れ
た
人
は
除
か
れ
ま
す
。

調
査
方
法
　
　
「
旧
陸
海
軍
看
護
婦
実

態
調
査
票
」
を
市
社
会
福
祉
事
務
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
七
月
三
十
日
ま
で
。

　
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
8
七
i
三
二
一
番
内
線
二

一
四
）
へ
。
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本
年
十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い

に
第
十
三
回
目
の
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
に
は
十
年
に

一
度
行
わ
れ
る
大
規
模
調
査
と
、
そ

の
中
間
に
行
わ
れ
る
簡
易
調
査
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査

は
十
年
に
一
度
の
大
規
模
調
査
で
す
．

そ
の
た
め
、
調
査
項
目
も
前
回
の
昭

和
五
十
年
調
査
よ
り
六
項
目
多
い
二

十
二
項
目
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
高
齢
化

が
進
む
我
が
国
の
人
口
の
実
態
、
経

済
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
職
業
、

産
業
別
人
口
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
な
ど
、
各
種
行
政
施
策
立
案
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
が
得
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
単
に
、
国
、

県
の
行
政
上
の
基
礎
資
料
が
得
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
「
地
方
の
時
代
」
と
、

い
わ
れ
る
社
会
の
す
う
勢
の
中
で
市

町
村
な
ど
各
地
域
に
お
い
て
も
利
用

し
や
す
い
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
目
町
市
で
は
、
今
回
の
調
査
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
国
勢
調
査
十

目
町
市
実
施
本
部
」
を
設
置
し
、
万

全
の
体
制
で
の
ぞ
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
調
査
の
円
滑
な
実
施
に
あ

た
っ
て
は
何
と
い
っ
て
も
全
市
民
の

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
鍵
に
な
り

ま
す
．
な
お
、
現
在
市
で
は
、
実
際

の
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
約
二

百
七
十
名
の
調
査
員
の
選
任
作
業
に

入
っ
て
お
り
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月

上
旬
に
か
け
て
、
各
市
政
事
務
嘱
託

員
に
調
査
員
の
選
任
を
お
願
い
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
3
七
ー

三
一
二
番
内
線
二
三
五
）
ま
で
お

よ
せ
く
だ
さ
い
。

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

引
、
証
明
に
使
用
し
て
い
る
か
た
は

受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当

日
受
検
で
き
な
い
場
合
は
、
期
間
中

の
他
の
日
時
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
に
受
検
し
な
い
場
合
は
、
後

日
、
計
量
検
定
所
長
岡
支
所
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
を
。
詳
紬
は
、
市
商
工
課
（
密
七

－
一
三
一
一
番
内
線
二
六
六
）
へ
。

労
螺
驚
駿
は
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　玉田君少年の部で二連勝
　　　　　　　　　～市民つり大会～

　市民つり大会が6月8日大池で行われ、朝

早くから150人余のつり天狗でにぎわいました。

今年は、前日80キ・放流した鯉と昨秋放流し

たヘラ鮒の食いがよく、釣果は上々でした・

　大会結果は、少年の部で玉田陽司郎君（四

日町第3）が二連勝したのを始め、ヘラ鮒の

部で北村吉司さん（稲荷町2）、一般の部で高

橋正二さん（高田町4〉が優勝し、大物賞も

獲得しました。

　
計
量
法
で
取
引
や
証
明
用
に
使
用

し
て
い
る
「
は
か
り
」
の
使
用
者
に

対
し
て
、
知
事
が
行
う
定
期
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
左
表
の
と
お
り
定
期

検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
も
れ
な
く
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
通
知
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
通

知
の
な
い
か
た
で
も
、
は
か
り
を
取

定期検査臼程
検
査
目

会
場 受付時間 検査実施区域

七
月
二
日
困
　
　
　
　
　
　
　
七
月
』
一
日
困
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
四
日
働

市
　
　
　
　
民
　
　
　
体
　
　
　
育

午前
9100～10115

高田町1、2丁目、田中町全城

午前
10：15～11：30

本町1丁目上、下、本町東、西1r目

午後

1100～2115
本町4、5、61’目

午後
2115～3：30

本町2、31一目、袋町全城、栄町

午前
9100～10：15

高田町31’目全域、昭和町全域

午前
10：15～11：30

丸山町、西寺町、七軒町、関口樋口町

泉町、加賀糸屋町、駅通り、西浦東・西

午後

1：00～2115
稲荷町全域、旭町

午後

2：15～330

西本町全域、千代田町、八幡田町、

下川原町、宮ド全域、諏訪町、神明

町、水野町、若宮町、学校町

館

午前
9：00～10：15

川原町、江道、猿倉、上川町、田川町

全域、本町71‘目1、2、島

午前
10：15～1130

新座全域、高山全域、錦町全域・桜

木町、美雪町全城、春日町全城、千

歳町全域

午後
1：00～2；15

山本全域、寿町全城、河内町

午後
2：15～3：30

高田町4、5、61一目

　
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
雇
用
保

険
と
労
災
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
農
林
、
水
産
業
の
一
部
は
、
任
意

加
入
）
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
早
速
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
公
共
職
業
安

定
所
及
び
労
働
基
準
監
督
署
で
行
い

ま
す
が
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事

務
を
委
託
す
る
と
加
入
の
手
続
き
か

ら
、
保
険
料
の
申
告
納
付
や
労
働
者

を
採
用
し
た
時
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
利
用

さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

　
労
働
保
険
事
務
組
合
は
、
事
業
主

の
方
々
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
事
業
協
同
組
合

な
ど
が
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
委
託
を
し
た
場
合
に
は
、
事

業
主
や
家
族
従
事
者
な
ど
も
労
災
保

険
に
特
別
加
入
で
き
る
な
ど
い
く
つ

か
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
職

業
安
定
所
（
溶
七
ー
二
四
〇
七
番
）
へ
．
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下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
は
、

五
十
四
年
度
か
ら
五
十
八
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
二
十
回
に
分
割
し
て
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
納
付
状
況
で
は
、
総
額
一

億
三
千
五
十
万
七
千
円
の
う
ち
、
納

付
額
は
一
億
三
千
二
十
一
万
八
千
円

に
及
び
収
納
率
は
九
十
九
・
八
％
の

高
率
に
な
り
、
特
に
、
納
付
い
た
だ

い
た
二
千
二
百
人
の
う
ち
六
十
二
％

の
千
三
百
七
十
人
か
ら
五
年
分
を
一

括
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
五
十

市内各所で下水道工事が
　住みよい生活環境づくりのため、5月下旬

から市内の14工区で下水道管の埋設工事が実

施されています。工事期間中は区域内の皆さ

んをはじめ関係者の皆さんにはご不便、ご迷

惑をおかけしますがご協力ください。

　また、工事中は勿論のこと期間中の災害防

止については工事業者に十分配慮をさせます

が現場に近寄ると大変危険ですので通行には

十分ご注意ください。

四
年
度
分
を
前
納
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
き
ご
ろ
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に

本
年
度
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
第
一
期
分
納
期
は
六
月
三

十
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
に
ご
留
意
の
う
え
、
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

騙
、
前
納
報
奨
金
制
度

　
受
益
者
負
担
金
を
納
期
前
に
納
付

さ
れ
ま
す
と
、
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
検
討
の
上
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
前
納
報
奨
金
ほ
二
期
以
降
の
負
担

　
　
金
×
1
／
㎜
×
前
納
月
数

　
（
十
円
未
満
の
端
数
は
交
付
さ
れ

　
ま
せ
ん
）

二
、
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
制
度

　
受
益
者
負
担
金
の
納
付
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
や
市
役
所
へ
出

向
か
な
く
と
も
市
税
や
電
気
料
、
電

話
料
金
な
ど
の
振
込
み
と
同
じ
よ
う

　
　
　
　
4

に
納
付
者
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

付
が
出
来
る
大
変
便
利
な
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
印
鑑
持
参
の
上
、
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

三
、
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た

町　　名 工事期間 請　負　者

寿　町　4 11月12日まで 植木組

栄　　　町 10月13日まで 十日町水道工業

七　軒　町 10月23日まで 村山土建

関口樋口町 11月12日まで 平和水管

千歳町1 10月9日まで 南雲土建

昭和町1 9月24日まで 植木組

寿　町　4 11月23目まで 丸山工務所

栄　　　町 10月9日まで 十日町水道工業

川　原　町 8月30日まで 村山土建

稲荷町1 9月29目まで 越路建設

本町6－2 11月13日まで 丸山工務所

寿　町　2 9月19日まで 村山土建

山本町1 11月14日まで 南雲土建

山本町2 計画予定

　
　
　
　
　
場
合
な
ど
は
申
告
を

　
負
担
金
の
賦
課
後
に
受
益
者
や
納

付
代
理
人
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
や

徴
収
猶
予
、
減
免
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は

下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
伴
う

　
　
　
交
通
事
故
防
止
を

　
下
水
道
管
渠
埋
設
工
事
に
伴
い
、

市
内
各
所
で
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
に
交
通
規

則
を
守
り
、
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ

う
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
、
整
備

を
行
う
に
は
消
防
設
備
士
の
資
格
が

必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項

で
消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す
の

で
希
望
者
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
八
月
八
目
（
筆
記
試
験
、
実

技
試
験
と
も
）

会
場
　
長
岡
市
、
新
潟
市
、
上
越
市

試
験
の
種
類
　
甲
種
消
防
設
備
士
第

一
類
か
ら
第
五
類
ま
で
。
乙
種
消
防

設
備
士
第
一
類
か
ら
第
七
類
ま
で
。

受
付
期
間
　
七
月
一
日
か
ら
七
月
十

二
日
ま
で

願
書
提
出
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

番
町
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

消
防
係
。

受
験
願
書
　
用
紙
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
へ
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課
（
8
七
ー
一
五
五
五
番
）
へ
。

地
す
べ
り
巡
視
員
委
嘱

　
四
月
に
ニ
ツ
屋
地
内
で
大
規
模
な

地
す
べ
り
が
発
生
し
、
民
家
二
軒
が

倒
壊
す
る
と
い
う
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
地
す
べ
り
災
害
を
未
然
に

防
止
す
る
に
は
、
危
険
状
態
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
措
置
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
地
す
べ

り
防
止
区
域
に
つ
ぎ
の
か
た
を
昭
和

五
十
五
年
度
の
地
す
べ
り
巡
視
員
と

し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
　
橋
本
　
貞
一
（
新
水
）

　
　
林
福
市
（
塩
ノ
又
）

　
集
中
豪
雨
の
季
節
に
な
り
、
災
害

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
市
建
設
課
（
8
七

－
三
一
一
一
番
内
線
二
五
三
）
へ
す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　道路改良工事や下水道管埋設工事σ）ため、各地で交

通規制が行われています。ご注意ください・

◎県道六目町十日町停車場線

　田川橋南側。車両通行止、歩行者通行可・

◎国道253号線、十日町警察署前通り・六目町方面から

　の一方通行。

◎市道菅沼津池線菅沼地内

　全面通行止。

●
国
道
二
五
三
号
線

　
　
　
八
月
十
四
日
ま
で
一
方
通
行

至長野

履
川
　
・
リ

　
　
　
ノ

片
煽
一
方
通
行

□十
闘
町
消
吐

警
察
署

十
日
町

↓
笏

口
川
治
時
計
店

　
　
　
　
　
　
　
罐
噺

ロ
雛
　
　
日

「

●
六
日
町
・
十
日
町
丁
線

　
　
八
月
三
十
日
ま
で
車
両
通
行
止

ぎ
童

角
野

恥＼〃
φ

饗緬
的

勿『 偽

商
ウ

0・　谷 U7
翻
所 f

至小

●
市
道
菅
沼
津
池
線

　
十
嗣
月
三
ナ
日
ま
で
全
面
通
行
止

鞍
　
　
　
工
事
矯
所

議
　
津

赤倉
大
池

上
村
仁
平
さ
ん
に

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
賞

妻
へ
尋

　
市
内
土
市
の
上
村
仁
平
さ
ん
が
学

校
林
育
成
の
功
労
を
認
め
ら
れ
第
六

回
ノ
ー
ス
・
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
全
国
で
十
四
名
、
十
目
町
市
か

ら
は
同
賞
の
受
賞
者
は
初
め
て
で
す
。

　
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

林
学
博
士
の
名
で
、
明
治
二
十
八
年

に
来
目
し
、
植
樹
の
目
を
定
め
る
運

動
を
創
始
し
、
各
地
で
学
校
林
の
必

要
性
を
訴
え
た
人
で
す
。
こ
れ
に
共

鳴
し
た
大
阪
の
材
木
商
久
我
俊
一
氏

が
浄
財
を
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
に

拠
出
し
、
こ
れ
を
基
金
に
学
校
林
功

労
者
を
表
賞
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
上
村
さ
ん
は
、
戦
後
間
も
な
く
旧

水
沢
村
教
育
係
と
し
て
奉
職
し
、
水

沢
中
学
校
の
学
校
林
の
創
設
に
努
力

し
、
そ
の
後
、
水
沢
村
教
育
長
、
水

沢
中
学
校
後
援
会
長
な
ど
と
し
て
一

貫
し
て
学
校
林
の
育
成
に
あ
た
り
、

県
下
で
も
有
数
の
十
九
診
を
持
つ
水

沢
中
学
校
学
校
林
を
育
て
た
功
績
が

一
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
＋
無
の
襲
藩
縛
絶
て

　
　
　
湊
盤
蒙
嚢
雛

　
　
　
　
　
　
叢
灘
鐙
坂
1

　
今
年
は
六
十
年
に
一
度
の
庚
申
の

年
で
す
．
今
ま
で
に
，
市
内
の
二
十

八
ヵ
所
で
庚
申
供
養
祭
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
十
ニ
ヵ
所
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
十
五
日
に
は
、
北
鐙
坂
で
老
若
男

国道117号線至小千谷

猿倉．

道江

路
♂
回

菅
沼

大般若転読
女
三
百
人
が
参
加
し
て
盛
大
な
供
養

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
十
年
前
に

埋
め
ら
れ
て
い
た
一
升
徳
利
は
、
堅

炭
で
フ
タ
を
さ
れ
、
ウ
ル
シ
で
固
め

ら
れ
て
い
て
フ
タ
を
と
る
と
酒
の
香

り
が
た
だ
よ
っ
て
き
ま
す
。
参
会
者

は
ご
利
益
に
あ
ず
か
ろ
う
ど
、
ち
ょ

っ
と
酸
っ
ぱ
く
な
っ
な
六
十
年
前
の

お
酒
に
口
を
つ
け
で
い
ま
し
た
。

　
六
十
年
後
の
贈
り
も
の
に
、
酒
、

ブ
ド
ウ
酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
埋
め
、

秋
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
、
今
の

村
の
記
録
、
全
員
で
ひ
と
こ
と
ず
つ

書
い
た
寄
せ
書
、
今
回
の
庚
申
供
養

祭
の
写
真
集
な
ど
を
埋
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
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下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
は
、

五
十
四
年
度
か
ら
五
十
八
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
二
十
回
に
分
割
し
て
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
納
付
状
況
で
は
、
総
額
一

億
三
千
五
十
万
七
千
円
の
う
ち
、
納

付
額
は
一
億
三
千
二
十
一
万
八
千
円

に
及
び
収
納
率
は
九
十
九
・
八
％
の

高
率
に
な
り
、
特
に
、
納
付
い
た
だ

い
た
二
千
二
百
人
の
う
ち
六
十
二
％

の
千
三
百
七
十
人
か
ら
五
年
分
を
一

括
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
五
十

市内各所で下水道工事が
　住みよい生活環境づくりのため、5月下旬

から市内の14工区で下水道管の埋設工事が実

施されています。工事期間中は区域内の皆さ

んをはじめ関係者の皆さんにはご不便、ご迷

惑をおかけしますがご協力ください。

　また、工事中は勿論のこと期間中の災害防

止については工事業者に十分配慮をさせます

が現場に近寄ると大変危険ですので通行には

十分ご注意ください。

四
年
度
分
を
前
納
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
き
ご
ろ
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に

本
年
度
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
第
一
期
分
納
期
は
六
月
三

十
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
に
ご
留
意
の
う
え
、
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

騙
、
前
納
報
奨
金
制
度

　
受
益
者
負
担
金
を
納
期
前
に
納
付

さ
れ
ま
す
と
、
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
検
討
の
上
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
前
納
報
奨
金
ほ
二
期
以
降
の
負
担

　
　
金
×
1
／
㎜
×
前
納
月
数

　
（
十
円
未
満
の
端
数
は
交
付
さ
れ

　
ま
せ
ん
）

二
、
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
制
度

　
受
益
者
負
担
金
の
納
付
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
や
市
役
所
へ
出

向
か
な
く
と
も
市
税
や
電
気
料
、
電

話
料
金
な
ど
の
振
込
み
と
同
じ
よ
う

　
　
　
　
4

に
納
付
者
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

付
が
出
来
る
大
変
便
利
な
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
印
鑑
持
参
の
上
、
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

三
、
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た

町　　名 工事期間 請　負　者

寿　町　4 11月12日まで 植木組

栄　　　町 10月13日まで 十日町水道工業

七　軒　町 10月23日まで 村山土建

関口樋口町 11月12日まで 平和水管

千歳町1 10月9日まで 南雲土建

昭和町1 9月24日まで 植木組

寿　町　4 11月23目まで 丸山工務所

栄　　　町 10月9日まで 十日町水道工業

川　原　町 8月30日まで 村山土建

稲荷町1 9月29目まで 越路建設

本町6－2 11月13日まで 丸山工務所

寿　町　2 9月19日まで 村山土建

山本町1 11月14日まで 南雲土建

山本町2 計画予定

　
　
　
　
　
場
合
な
ど
は
申
告
を

　
負
担
金
の
賦
課
後
に
受
益
者
や
納

付
代
理
人
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
や

徴
収
猶
予
、
減
免
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は

下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
伴
う

　
　
　
交
通
事
故
防
止
を

　
下
水
道
管
渠
埋
設
工
事
に
伴
い
、

市
内
各
所
で
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
に
交
通
規

則
を
守
り
、
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ

う
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
、
整
備

を
行
う
に
は
消
防
設
備
士
の
資
格
が

必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項

で
消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す
の

で
希
望
者
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
八
月
八
目
（
筆
記
試
験
、
実

技
試
験
と
も
）

会
場
　
長
岡
市
、
新
潟
市
、
上
越
市

試
験
の
種
類
　
甲
種
消
防
設
備
士
第

一
類
か
ら
第
五
類
ま
で
。
乙
種
消
防

設
備
士
第
一
類
か
ら
第
七
類
ま
で
。

受
付
期
間
　
七
月
一
日
か
ら
七
月
十

二
日
ま
で

願
書
提
出
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

番
町
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

消
防
係
。

受
験
願
書
　
用
紙
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
へ
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課
（
8
七
ー
一
五
五
五
番
）
へ
。

地
す
べ
り
巡
視
員
委
嘱

　
四
月
に
ニ
ツ
屋
地
内
で
大
規
模
な

地
す
べ
り
が
発
生
し
、
民
家
二
軒
が

倒
壊
す
る
と
い
う
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
地
す
べ
り
災
害
を
未
然
に

防
止
す
る
に
は
、
危
険
状
態
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
措
置
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
地
す
べ

り
防
止
区
域
に
つ
ぎ
の
か
た
を
昭
和

五
十
五
年
度
の
地
す
べ
り
巡
視
員
と

し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
　
橋
本
　
貞
一
（
新
水
）

　
　
林
福
市
（
塩
ノ
又
）

　
集
中
豪
雨
の
季
節
に
な
り
、
災
害

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
市
建
設
課
（
8
七

－
三
一
一
一
番
内
線
二
五
三
）
へ
す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　道路改良工事や下水道管埋設工事σ）ため、各地で交

通規制が行われています。ご注意ください・

◎県道六目町十日町停車場線

　田川橋南側。車両通行止、歩行者通行可・

◎国道253号線、十日町警察署前通り・六目町方面から

　の一方通行。

◎市道菅沼津池線菅沼地内

　全面通行止。

●
国
道
二
五
三
号
線

　
　
　
八
月
十
四
日
ま
で
一
方
通
行

至長野

履
川
　
・
リ

　
　
　
ノ

片
煽
一
方
通
行

□十
闘
町
消
吐

警
察
署

十
日
町

↓
笏

口
川
治
時
計
店

　
　
　
　
　
　
　
罐
噺

ロ
雛
　
　
日

「

●
六
日
町
・
十
日
町
丁
線

　
　
八
月
三
十
日
ま
で
車
両
通
行
止

ぎ
童

角
野

恥＼〃
φ

饗緬
的

勿『 偽

商
ウ

0・　谷 U7
翻
所 f

至小

●
市
道
菅
沼
津
池
線

　
十
嗣
月
三
ナ
日
ま
で
全
面
通
行
止

鞍
　
　
　
工
事
矯
所

議
　
津

赤倉
大
池

上
村
仁
平
さ
ん
に

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
賞

妻
へ
尋

　
市
内
土
市
の
上
村
仁
平
さ
ん
が
学

校
林
育
成
の
功
労
を
認
め
ら
れ
第
六

回
ノ
ー
ス
・
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
全
国
で
十
四
名
、
十
目
町
市
か

ら
は
同
賞
の
受
賞
者
は
初
め
て
で
す
。

　
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

林
学
博
士
の
名
で
、
明
治
二
十
八
年

に
来
目
し
、
植
樹
の
目
を
定
め
る
運

動
を
創
始
し
、
各
地
で
学
校
林
の
必

要
性
を
訴
え
た
人
で
す
。
こ
れ
に
共

鳴
し
た
大
阪
の
材
木
商
久
我
俊
一
氏

が
浄
財
を
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
に

拠
出
し
、
こ
れ
を
基
金
に
学
校
林
功

労
者
を
表
賞
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
上
村
さ
ん
は
、
戦
後
間
も
な
く
旧

水
沢
村
教
育
係
と
し
て
奉
職
し
、
水

沢
中
学
校
の
学
校
林
の
創
設
に
努
力

し
、
そ
の
後
、
水
沢
村
教
育
長
、
水

沢
中
学
校
後
援
会
長
な
ど
と
し
て
一

貫
し
て
学
校
林
の
育
成
に
あ
た
り
、

県
下
で
も
有
数
の
十
九
診
を
持
つ
水

沢
中
学
校
学
校
林
を
育
て
た
功
績
が

一
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
＋
無
の
襲
藩
縛
絶
て

　
　
　
湊
盤
蒙
嚢
雛

　
　
　
　
　
　
叢
灘
鐙
坂
1

　
今
年
は
六
十
年
に
一
度
の
庚
申
の

年
で
す
．
今
ま
で
に
，
市
内
の
二
十

八
ヵ
所
で
庚
申
供
養
祭
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
十
ニ
ヵ
所
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
十
五
日
に
は
、
北
鐙
坂
で
老
若
男

国道117号線至小千谷

猿倉．

道江

路
♂
回

菅
沼

大般若転読
女
三
百
人
が
参
加
し
て
盛
大
な
供
養

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
十
年
前
に

埋
め
ら
れ
て
い
た
一
升
徳
利
は
、
堅

炭
で
フ
タ
を
さ
れ
、
ウ
ル
シ
で
固
め

ら
れ
て
い
て
フ
タ
を
と
る
と
酒
の
香

り
が
た
だ
よ
っ
て
き
ま
す
。
参
会
者

は
ご
利
益
に
あ
ず
か
ろ
う
ど
、
ち
ょ

っ
と
酸
っ
ぱ
く
な
っ
な
六
十
年
前
の

お
酒
に
口
を
つ
け
で
い
ま
し
た
。

　
六
十
年
後
の
贈
り
も
の
に
、
酒
、

ブ
ド
ウ
酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
埋
め
、

秋
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
、
今
の

村
の
記
録
、
全
員
で
ひ
と
こ
と
ず
つ

書
い
た
寄
せ
書
、
今
回
の
庚
申
供
養

祭
の
写
真
集
な
ど
を
埋
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。



ー
℃
q
ミ

1（第3種郵便物認可）昭和55年6月25目”ll”””Illl”1“1”川III川””1川lllll”llとお・ガ夢宣お蛆5世所”ll川“”“川1””“1（6）

廼

ノ

　
　
購

　
　
　
き

　
　
嘱

　
　
・
．
総
霧
鞍
矯
蓼

蒙奪

襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

　
七
月
十
日
か
ら
、
市
民
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
．
昨
年
完
成
し
た

幼
児
用
プ
ー
ル
も
同
時
に
オ
㌧
フ
ン

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
日
を
迎
え
、
夏

バ
テ
の
防
止
、
健
康
的
な
体
力
づ
く

り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

★
期
間
　
八
月
三
十
一
目
ま
で

★
時
間
　
平
日
…
九
時
～
二
十
時

　
　
　
　
日
曜
…
九
時
～
十
九
時

（
八
月
十
三
日
～
十
六
日
、
二
十
五

目
～
二
十
七
日
は
午
後
五
時
、
三
十

一
目
は
午
前
中
で
閉
場
し
ま
す
。
）

★
入
場
料
　
大
人
百
五
十
円
、
高
校

生
百
円
（
身
分
証
必
要
）
、
小
・
中

学
生
七
十
円
、
幼
児
五
十
円
（
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

蚤
蕃
‘
蕃
‘
峯
毒
；
；
；
；
毒
2
7
ム
》
響
峯
；
；
；
；
；
●

水
難
事
故
防
止
を
！

－
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
1

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ
る

事
故
の
多
発
す
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ

ム
か
ら
水
を
流
す
際
、
水
難
防
止
に

万
全
を
期
す
た
め
、
信
濃
川
沿
岸
に

サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
（
宮
中
・
小
千
谷
問
）

，
水
を
流
す
際
は
警
報
を
出
し
ま
す

の
で
早
め
に
安
全
な
場
所
に
退
避
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
な
く
と
も
増
水
し
て
き
た
ら

早
く
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
達
だ
け
の
川
遊
び
は
非
常

に
危
険
で
す
。
お
互
い
が
注
意
し
、

子
ど
も
達
を
水
難
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

三團〔甜丁“噛

誘’￥返劇瞬

，
酵

●　失われた年金権をとりもどす特例保険料は

1ヵ月につき4，000円で、その納付期限は6月30日

となっています　　。

　あなたの年金権は大丈夫でしょうか。

　老後に悔いを残さないために、いま一度あなた

の保険料納入状態をチェックし、この機会に年金

権を確実なものにしましょう。

　く市役所市民生活課年金係恋7－3111番内線218〉

　
　
ン
蛋
寮
零
4
鼠

が
よ
ダ
エ
、
ぐ
玉
4
y
が
～
寿
導
工
昇
y
ま
弄
漁
づ
峯
よ
輩
ま
、
．

本
の
寄
贈
莇
劃
哺
靴
の
た
…
公
民
館
図
書
室
…

　
公
民
館
図
書
で
は
現
在
、
蔵
書
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
読
み
終

っ
て
本
箱
に
眠
っ
て
い
る
本
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館
に
ご
寄
贈
く

だ
さ
い
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
〔
昭
和
五
十
五
年
一
月
～
六
月
〕

　
根
津
立
雄
、
野
上
実
、
金
沢
ゆ
き

子
、
原
康
秀
、
小
林
文
成
、
南
雲
秀

雄
、
宮
内
秀
子
、
池
田
泰
介
、
柳
沢

ミ
ッ
イ
、
小
海
和
久
、
松
村
美
雪
、

内
山
吉
晴
、
中
沢
友
吉
、
月
岡
益
美

大
塚
健
、
庭
野
貞
作
、
児
玉
ユ
キ
イ

関
口
文
仁
、
関
口
民
治
、
金
子
玲
子

永
井
善
一
、
佐
藤
正
広
、
横
山
ト
シ

玉
井
成
光
、
高
木
国
保
、
近
藤
六
郎

長
谷
川
正
巳
、
北
原
克
二
、
南
雲
す

み
子
、
田
口
進
、
根
津
策
次
、
根
津

金
治
、
松
村
伸
子
、
阿
部
悌
治
、
八

島
智
子
、
庭
野
栄
作
、
星
名
浪
子
、

川
藤
益
之
助
、
樋
口
広
美
、
登
坂
久

子
、
立
教
大
学
博
物
館
研
究
室
、
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
敬
称
略
V

　
以
上
の
ほ
か
、
共
立
観
光
（
株
）

か
ら
図
書
購
入
費
と
し
て
五
十
万
円
。

　
野
上
書
店
か
ら
文
庫
本
用
書
架
一

台
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
ら
し
の
耀
錨
教
室

　
魚
沼
地
区
「
く
ら
し
の
一
日
教
室
」

が
七
月
～
十
一
月
ま
で
の
間
、
六
日
町

役
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
内

容
は
、
漢
方
薬
の
知
識
、
ハ
ム
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
知
識
、
食
用
油
の
知
識
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
安
全
性
、
石

け
ん
と
合
成
洗
剤
の
ち
が
い
な
ど
。

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
か

ら
午
後
三
時
半
ま
で
。
受
講
希
望
者

は
、
市
役
所
商
工
課
（
8
七
ー
三
一

一
番
内
線
二
六
六
）
に
申
込
み
を
。

こ
だ
ま
号
七
月
の
巡
回
予
定

〔
コ
ー
乙
　
　
〔
巡
回
日
〕

六
箇
…
…
…
…
七
・
二
十
一
日

水
沢
…
…
…
：
…
・
四
・
十
八
日

上
川
町
、
飛
渡
：
⊥
・
十
五
日

下
条
、
田
川
町
…
二
・
十
六
日

吉
田
・
…
…
：
十
一
・
二
十
五
日

十
日
町
…
…
十
四
・
二
十
八
目

川
治
…
…
…
…
八
・
二
十
二
日

中
条
、
本
町
六
、
高
田
町
三
南

　
・
：
：
…
：
九
・
二
十
三
日

刃
泉
町
、
春
目
町
、
美
雪
町

一
…
…
…
…
：
…
⊥
．
・
十
五
日

コ
間
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四
日

夜く
町
…
…
…
…
八
・
二
十
二
日
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青
少
年
野
外
．
ス
、
ボ
ー
喫
セ
鷺
タ
ー
（

　
　
　
幽
学
校
親
善
野
球
求
会

　
青
少
年
野
外
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

運
動
広
場
は
、
市
民
プ
ー
ル
隣
り
に

野
球
場
二
面
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
記
念
行
事
と
し
て
市

内
小
学
校
の
親
善
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
青
少

年
ス
ポ
！
ツ
振
興
に
大
い
に
役
立
つ

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
広
場
は
、
中
学
生
以
下

の
使
用
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

使
用
す
る
場
合
は
、
先
生
又
は
父
兄

を
必
ず
責
任
者
と
し
、
使
用
後
の
整

理
、
整
備
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

林
家
の
み
な
惑
ん
へ

　
　
　
　
　
　
お
織
蓉
せ

　
当
市
は
激
甚
災
害
地
域
の
指
定
を

受
け
、
杉
林
を
お
待
ち
の
か
た
で
、

雪
害
木
を
雪
起
し
す
る
と
、
今
年
に

限
り
国
、
県
の
補
助
が
次
の
場
合
は

該
当
に
な
り
ま
し
た
。

　
①
区
域
面
積
十
彗
以
上
で
そ
の
三

割
以
上
を
雪
起
し
す
る
場
合

　
②
二
十
年
生
以
下
の
杉
林
で
す
。

申
請
す
る
か
た
は
、
至
急
十
日
町
森

林
組
合
（
8
八
ー
三
一
一
五
番
）
へ
。

6／17小学校親善野球大会

●
使
用
の
手
続
き
…
…
登
録
制
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
六
月
三
十
日
ま

で
に
、
責
任
者
、
選
手
名
を
記
入
し

申
請
す
る
こ
と
（
申
請
書
は
、
市
民

体
育
館
に
あ
り
ま
す
。
）

・
　
　
－
●
内
容
…
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

㎜
す
…
民
踊
レ
ク
な
ど

㎜
ま
…
●
対
象
…
年
齢
不
問
子

…
り
…
供
、
青
年
、
婦
人
、
成
人

…
ま
…
●
時
間
－
夜
七
時
半
－
九

…
ム
ロ
伽
時
半
ま
で
。

㎜
女
…

瑠
ミ
　
瑠
●
会
場
　
東
下
組
小
…
七

…
カ
㎜

㎜
室
㎜
盟
評
諸
叔
一

…
教
…
場
小
…
胃
＋
亘

…
ツ
…
＋
合
三
＋
吾
犬

〃〃ノ〃〃ノ〃〃〃〃〃’〃ノ〃〃〃〃〃！〃〃〃！〃〃〃’ノ〃〃〃〃〃〃ノ〃’1

巡回スポー
〃〃1〃〃〃1’1〃〃〃〆’〃〃〃1〃〃〃〃〃〃’〆〃〃〃！〃〃〃〃〃〃’〆〃1

月
一
日
、
飛
二
小
…
七
月

一
日
、
八
日
、
十
五
日
、

二
十
二
日
、
二
十
九
目
、

名
ケ
山
小
…
三
日
、
十
目
、

十
七
日
、
二
十
四
日
、
三

十
一
日
。

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
6
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
く
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

フ
ェ
イ
ダ
ー

テ
レ
キ
ャ
ス
タ
ー

中
　
　
古

十
一
万
円

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器

中
　
古

相
談
で

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

（
藤
製
）

新
　
品

七
千
円

バ
イ
ク
50
㏄

〃

万
五
千
円
位

ベ
ビ
ー
カ
i

（
折
た
た
み
式
）

中
　
古

七
千
円

石
う
す
き
ね
つ
き

〃

一
万
五
千
毘

温
風
ヒ
ー
タ
i

〃

六
万
円
位

ベ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル

〃

相
談
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

（
ス
ポ
ー
ツ
型
）

〃

七
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

〃

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
ソ
ニ
ー
ク
ロ
ッ
ケ
）

〃

相
談
で

食
卓
テ
ー
ブ
ル

（
二
人
用
）

〃

一
万
三
千
円

『十日町の

人に

晶暫轟㌦なりました』

～静岡市から～　　　　　〔2〕

★
「
静
岡
で
は
雪
を
見
た
い
時
は
、

富
士
山
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
は
、
冬
に
な

れ
ば
嫌
に
な
る
ほ
ど
雪
に
接
し
ら
れ

る
ん
で
す
ね
。
」
と
言
う
の
は
、
昨
年

十
二
月
に
静
岡
市
か
ら
十
日
町
に
嫁

い
で
来
た
関
口
泉
さ
ん
で
す
。

笑
い
出
し
ま
し
た
が
…
…
。

★
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
「
雪

が
消
え
春
に
な
っ
た
時
の
、
山
々
の

緑
と
咲
き
出
し
た
花
の
美
し
さ
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
静
岡
は
一
年

中
花
が
咲
い
て
い
る
の
で
な
お
さ
ら

に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
」

★
「
十
日
町
に
来
て
六
ヵ
月
余
り
、
そ

の
間
、
い
ろ
ん
な
人
に
接
し
、
素
晴

ら
し
い
友
達
が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し

た
。
皆
さ
ん
い
い
人
ば
か
り
な
の
で

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
で
、
何
ん
と

　
か
や
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

気
が
し
て
ま
す
。
」
ー
遠
く
か
ら
は

る
ば
る
雪
国
十
日
町
に
嫁
い
で
来
た

泉
さ
ん
。
一
日
も
早
く
生
活
に
慣
れ

　
る
こ
と
を
応
援
し
た
い
ろ
の
で
す
。

’
講
難
縷
灘
懇
簿

ま
で
、
十
日
町
の
“
良
さ
”
を
夫
の

文
彦
さ
ん
か
ら
ず
っ
と
聞
き
続
け
て
・

来
た
と
か
。
そ
の
内
容
を
聞
い
て
み
、
、

ま
し
た
。
1
「
十
日
町
は
雪
が
多
い

と
こ
ろ
だ
が
、
商
店
街
な
ど
も
雪
国

と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
整
備
さ
れ
、

未
来
都
市
的
な
と
こ
ろ
…
。
」
“
未
来

都
市
”
と
い
っ
て
お
二
人
で
何
や
ら

●
市
展
ポ
ス
タ
ー
は
7
月
1
0
日
が
〆
切
に
な
っ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
6
月
1
0
日
市
報
を
）
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廼

ノ

　
　
購

　
　
　
き

　
　
嘱

　
　
・
．
総
霧
鞍
矯
蓼

蒙奪

襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

　
七
月
十
日
か
ら
、
市
民
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
．
昨
年
完
成
し
た

幼
児
用
プ
ー
ル
も
同
時
に
オ
㌧
フ
ン

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
日
を
迎
え
、
夏

バ
テ
の
防
止
、
健
康
的
な
体
力
づ
く

り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

★
期
間
　
八
月
三
十
一
目
ま
で

★
時
間
　
平
日
…
九
時
～
二
十
時

　
　
　
　
日
曜
…
九
時
～
十
九
時

（
八
月
十
三
日
～
十
六
日
、
二
十
五

目
～
二
十
七
日
は
午
後
五
時
、
三
十

一
目
は
午
前
中
で
閉
場
し
ま
す
。
）

★
入
場
料
　
大
人
百
五
十
円
、
高
校

生
百
円
（
身
分
証
必
要
）
、
小
・
中

学
生
七
十
円
、
幼
児
五
十
円
（
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

蚤
蕃
‘
蕃
‘
峯
毒
；
；
；
；
毒
2
7
ム
》
響
峯
；
；
；
；
；
●

水
難
事
故
防
止
を
！

－
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
1

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ
る

事
故
の
多
発
す
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ

ム
か
ら
水
を
流
す
際
、
水
難
防
止
に

万
全
を
期
す
た
め
、
信
濃
川
沿
岸
に

サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
（
宮
中
・
小
千
谷
問
）

，
水
を
流
す
際
は
警
報
を
出
し
ま
す

の
で
早
め
に
安
全
な
場
所
に
退
避
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
な
く
と
も
増
水
し
て
き
た
ら

早
く
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
達
だ
け
の
川
遊
び
は
非
常

に
危
険
で
す
。
お
互
い
が
注
意
し
、

子
ど
も
達
を
水
難
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

三團〔甜丁“噛

誘’￥返劇瞬

，
酵

●　失われた年金権をとりもどす特例保険料は

1ヵ月につき4，000円で、その納付期限は6月30日

となっています　　。

　あなたの年金権は大丈夫でしょうか。

　老後に悔いを残さないために、いま一度あなた

の保険料納入状態をチェックし、この機会に年金

権を確実なものにしましょう。

　く市役所市民生活課年金係恋7－3111番内線218〉

　
　
ン
蛋
寮
零
4
鼠

が
よ
ダ
エ
、
ぐ
玉
4
y
が
～
寿
導
工
昇
y
ま
弄
漁
づ
峯
よ
輩
ま
、
．

本
の
寄
贈
莇
劃
哺
靴
の
た
…
公
民
館
図
書
室
…

　
公
民
館
図
書
で
は
現
在
、
蔵
書
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
読
み
終

っ
て
本
箱
に
眠
っ
て
い
る
本
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館
に
ご
寄
贈
く

だ
さ
い
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
〔
昭
和
五
十
五
年
一
月
～
六
月
〕

　
根
津
立
雄
、
野
上
実
、
金
沢
ゆ
き

子
、
原
康
秀
、
小
林
文
成
、
南
雲
秀

雄
、
宮
内
秀
子
、
池
田
泰
介
、
柳
沢

ミ
ッ
イ
、
小
海
和
久
、
松
村
美
雪
、

内
山
吉
晴
、
中
沢
友
吉
、
月
岡
益
美

大
塚
健
、
庭
野
貞
作
、
児
玉
ユ
キ
イ

関
口
文
仁
、
関
口
民
治
、
金
子
玲
子

永
井
善
一
、
佐
藤
正
広
、
横
山
ト
シ

玉
井
成
光
、
高
木
国
保
、
近
藤
六
郎

長
谷
川
正
巳
、
北
原
克
二
、
南
雲
す

み
子
、
田
口
進
、
根
津
策
次
、
根
津

金
治
、
松
村
伸
子
、
阿
部
悌
治
、
八

島
智
子
、
庭
野
栄
作
、
星
名
浪
子
、

川
藤
益
之
助
、
樋
口
広
美
、
登
坂
久

子
、
立
教
大
学
博
物
館
研
究
室
、
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
敬
称
略
V

　
以
上
の
ほ
か
、
共
立
観
光
（
株
）

か
ら
図
書
購
入
費
と
し
て
五
十
万
円
。

　
野
上
書
店
か
ら
文
庫
本
用
書
架
一

台
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
ら
し
の
耀
錨
教
室

　
魚
沼
地
区
「
く
ら
し
の
一
日
教
室
」

が
七
月
～
十
一
月
ま
で
の
間
、
六
日
町

役
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
内

容
は
、
漢
方
薬
の
知
識
、
ハ
ム
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
知
識
、
食
用
油
の
知
識
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
安
全
性
、
石

け
ん
と
合
成
洗
剤
の
ち
が
い
な
ど
。

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
か

ら
午
後
三
時
半
ま
で
。
受
講
希
望
者

は
、
市
役
所
商
工
課
（
8
七
ー
三
一

一
番
内
線
二
六
六
）
に
申
込
み
を
。

こ
だ
ま
号
七
月
の
巡
回
予
定

〔
コ
ー
乙
　
　
〔
巡
回
日
〕

六
箇
…
…
…
…
七
・
二
十
一
日

水
沢
…
…
…
：
…
・
四
・
十
八
日

上
川
町
、
飛
渡
：
⊥
・
十
五
日

下
条
、
田
川
町
…
二
・
十
六
日

吉
田
・
…
…
：
十
一
・
二
十
五
日

十
日
町
…
…
十
四
・
二
十
八
目

川
治
…
…
…
…
八
・
二
十
二
日

中
条
、
本
町
六
、
高
田
町
三
南

　
・
：
：
…
：
九
・
二
十
三
日

刃
泉
町
、
春
目
町
、
美
雪
町

一
…
…
…
…
：
…
⊥
．
・
十
五
日

コ
間
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四
日

夜く
町
…
…
…
…
八
・
二
十
二
日
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青
少
年
野
外
．
ス
、
ボ
ー
喫
セ
鷺
タ
ー
（

　
　
　
幽
学
校
親
善
野
球
求
会

　
青
少
年
野
外
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

運
動
広
場
は
、
市
民
プ
ー
ル
隣
り
に

野
球
場
二
面
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
記
念
行
事
と
し
て
市

内
小
学
校
の
親
善
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
青
少

年
ス
ポ
！
ツ
振
興
に
大
い
に
役
立
つ

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
広
場
は
、
中
学
生
以
下

の
使
用
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

使
用
す
る
場
合
は
、
先
生
又
は
父
兄

を
必
ず
責
任
者
と
し
、
使
用
後
の
整

理
、
整
備
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

林
家
の
み
な
惑
ん
へ

　
　
　
　
　
　
お
織
蓉
せ

　
当
市
は
激
甚
災
害
地
域
の
指
定
を

受
け
、
杉
林
を
お
待
ち
の
か
た
で
、

雪
害
木
を
雪
起
し
す
る
と
、
今
年
に

限
り
国
、
県
の
補
助
が
次
の
場
合
は

該
当
に
な
り
ま
し
た
。

　
①
区
域
面
積
十
彗
以
上
で
そ
の
三

割
以
上
を
雪
起
し
す
る
場
合

　
②
二
十
年
生
以
下
の
杉
林
で
す
。

申
請
す
る
か
た
は
、
至
急
十
日
町
森

林
組
合
（
8
八
ー
三
一
一
五
番
）
へ
。

6／17小学校親善野球大会

●
使
用
の
手
続
き
…
…
登
録
制
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
六
月
三
十
日
ま

で
に
、
責
任
者
、
選
手
名
を
記
入
し

申
請
す
る
こ
と
（
申
請
書
は
、
市
民

体
育
館
に
あ
り
ま
す
。
）

・
　
　
－
●
内
容
…
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

㎜
す
…
民
踊
レ
ク
な
ど

㎜
ま
…
●
対
象
…
年
齢
不
問
子

…
り
…
供
、
青
年
、
婦
人
、
成
人

…
ま
…
●
時
間
－
夜
七
時
半
－
九

…
ム
ロ
伽
時
半
ま
で
。

㎜
女
…

瑠
ミ
　
瑠
●
会
場
　
東
下
組
小
…
七

…
カ
㎜

㎜
室
㎜
盟
評
諸
叔
一

…
教
…
場
小
…
胃
＋
亘

…
ツ
…
＋
合
三
＋
吾
犬

〃〃ノ〃〃ノ〃〃〃〃〃’〃ノ〃〃〃〃〃！〃〃〃！〃〃〃’ノ〃〃〃〃〃〃ノ〃’1

巡回スポー
〃〃1〃〃〃1’1〃〃〃〆’〃〃〃1〃〃〃〃〃〃’〆〃〃〃！〃〃〃〃〃〃’〆〃1

月
一
日
、
飛
二
小
…
七
月

一
日
、
八
日
、
十
五
日
、

二
十
二
日
、
二
十
九
目
、

名
ケ
山
小
…
三
日
、
十
目
、

十
七
日
、
二
十
四
日
、
三

十
一
日
。

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
6
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
く
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

フ
ェ
イ
ダ
ー

テ
レ
キ
ャ
ス
タ
ー

中
　
　
古

十
一
万
円

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器

中
　
古

相
談
で

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

（
藤
製
）

新
　
品

七
千
円

バ
イ
ク
50
㏄

〃

万
五
千
円
位

ベ
ビ
ー
カ
i

（
折
た
た
み
式
）

中
　
古

七
千
円

石
う
す
き
ね
つ
き

〃

一
万
五
千
毘

温
風
ヒ
ー
タ
i

〃

六
万
円
位

ベ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル

〃

相
談
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

（
ス
ポ
ー
ツ
型
）

〃

七
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

〃

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
ソ
ニ
ー
ク
ロ
ッ
ケ
）

〃

相
談
で

食
卓
テ
ー
ブ
ル

（
二
人
用
）

〃

一
万
三
千
円

『十日町の

人に

晶暫轟㌦なりました』

～静岡市から～　　　　　〔2〕

★
「
静
岡
で
は
雪
を
見
た
い
時
は
、

富
士
山
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
は
、
冬
に
な

れ
ば
嫌
に
な
る
ほ
ど
雪
に
接
し
ら
れ

る
ん
で
す
ね
。
」
と
言
う
の
は
、
昨
年

十
二
月
に
静
岡
市
か
ら
十
日
町
に
嫁

い
で
来
た
関
口
泉
さ
ん
で
す
。

笑
い
出
し
ま
し
た
が
…
…
。

★
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
「
雪

が
消
え
春
に
な
っ
た
時
の
、
山
々
の

緑
と
咲
き
出
し
た
花
の
美
し
さ
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
静
岡
は
一
年

中
花
が
咲
い
て
い
る
の
で
な
お
さ
ら

に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
」

★
「
十
日
町
に
来
て
六
ヵ
月
余
り
、
そ

の
間
、
い
ろ
ん
な
人
に
接
し
、
素
晴

ら
し
い
友
達
が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し

た
。
皆
さ
ん
い
い
人
ば
か
り
な
の
で

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
で
、
何
ん
と

　
か
や
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

気
が
し
て
ま
す
。
」
ー
遠
く
か
ら
は

る
ば
る
雪
国
十
日
町
に
嫁
い
で
来
た

泉
さ
ん
。
一
日
も
早
く
生
活
に
慣
れ

　
る
こ
と
を
応
援
し
た
い
ろ
の
で
す
。

’
講
難
縷
灘
懇
簿

ま
で
、
十
日
町
の
“
良
さ
”
を
夫
の

文
彦
さ
ん
か
ら
ず
っ
と
聞
き
続
け
て
・

来
た
と
か
。
そ
の
内
容
を
聞
い
て
み
、
、

ま
し
た
。
1
「
十
日
町
は
雪
が
多
い

と
こ
ろ
だ
が
、
商
店
街
な
ど
も
雪
国

と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
整
備
さ
れ
、

未
来
都
市
的
な
と
こ
ろ
…
。
」
“
未
来

都
市
”
と
い
っ
て
お
二
人
で
何
や
ら

●
市
展
ポ
ス
タ
ー
は
7
月
1
0
日
が
〆
切
に
な
っ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
6
月
1
0
日
市
報
を
）
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住
民
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

　
　
　
　
　
　
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

7
月
1
0
日
困

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

塩
野
冬
季
分
校
塩
　
野

午
後
1
時

～
午
後
2
時

願
入
冬
季
分
校
願
　
入

7
月
n
目
囲

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

池
　
谷
　
分
　
校

池
谷
、
入
山

7
月
14
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時

八
箇
小
学
校
笹
之
沢
、
落
之
水
、
池
之
平

孕
石
、
長
里
、
控
木

午
後
1
時

～
午
後
3
時

大
黒
沢
集
会
場

大
黒
沢
囹
、
小
黒
沢

7
月
1
5
目
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時
30
分

江
道
集
落
セ
ン
タ
；

江
道
、
猿
倉

午
前
1
0
時
4
5
分

～
午
前
n
時
1
5
分

津
池
冬
季
分
校

津
　
池

午
後
1
時

～
午
後
1
時
30
分

赤
倉
集
会
場
赤
　
倉

午
後
2
時

～
午
後
2
時
3
0
分

大
池
小
学
校
大
池
、
菅
沼

7
月
1
6
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
30
分

六
箇
出
張
所
難
堀
夢
麻
畑
、

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
2
時

塩
之
又
分
校
塩
之
又

午
後
2
時
3
0
分

～
午
後
3
時

船
坂
公
民
館
船
　
坂

7
月
1
7
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

新
座
保
育
所
新
座
倒
、
本
町
七
の
一
、
二

7
月
1
8
日
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
　
大
井
田
分
館

三
和
町
、
四
日
町
新
田
園

四
日
町
二
、
三

7
月
2
1
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
　
大
井
田
分
館

四
日
町
一
、
四
、
尾
崎

五
軒
新
田
、
南
新
田
町

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
該
当
目
が
都
合
の
悪
い
か
た
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
、

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を
実
施

　
県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
各
種
生
活
相
談
を
つ
ぎ

の
内
容
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
期
日
…
…
八
月
七
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

■
会
場
…
十
日
町
市
身
体
障
害
者

　
　
　
　
　
　
福
祉
会
館
（
山
本
町

　
　
　
　
　
　
一
丁
目
）

■
相
談
内
容
－
…
ω
医
療
相
談
…
整

　
形
外
科
　
図
先
天
性
疾
患
、
外
傷

　
疾
病
等
に
よ
り
、
手
足
、
骨
、
関

　
節
等
の
悪
い
肢
体
不
自
由
者
で
身

　
障
者
手
帳
の
交
付
の
な
い
人
。

⑥
更
生
医
療
該
否
判
定
　
ゆ
補
装

　
具
の
処
方
、
判
定
　
㈲
等
級
変
更

　
の
判
定
　
⑥
施
設
入
所
相
談
な
ど

層
対
象
者
…
…
神
経
痛
等
の
疾
病
で

　
専
門
医
の
加
療
を
受
け
て
い
る
人

　
及
び
一
時
的
疾
病
者
を
除
い
た
身

　
体
に
障
害
を
も
つ
人
。

層
申
込
先
…
…
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
一

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
カ
月

児
　
検
　
診

7
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55

年
3
月

生
れ
の
人

域全

）
　
　
　
O

紙
い

。
用
さ

す
ト
下

ま
一
で

り
ケ
い

送
ン
お

謙
晶

知
　
　
か

通
　
　
の

診
　
月

検
　
当

み
　
該

の
　
　
も

診
　
と

検
　
く

児
　
な

月
　
　
が

力
　
知

6
　
通

歳
　
人

1
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
1
8
日

　
（
金
V

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54

年
1
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

7
月
3
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

腰
年
ホ
去
52

年
1
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

7
月
8
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

吉
田
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

吉
田
地
区

7
月
9
日

　
（
水
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

7
月
9
日

　
（
水
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

7
月
10
日

　
（
木
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

7
月
2
4
日

　
（
木
）

十
目
町
公
民
館

54

年
n
月

～
5
5
年
1

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

　
四
）

■
申
込
期
限
…
七
月
十
五
日

停
電
の
お
知
ら
せ

むし歯のないよい子

　5月の3歳児検診は35人が
受検し、むし歯のないよい子
はっぎの皆さんでした。

鶴
住所

伊達

　6月14日（土）に川治地区公民

館で「むし歯予防講演会」が
ヤ

開催され、約100人の皆さんが、

映画と講演（むし歯予防の知

識と方法）を熱心に受講され

ていました。

　
▼
七
月
十
日
因
　
午
後
一
時
三
十

分
～
四
時
三
十
分
ま
で
　
錦
町
一
・

二
丁
目
の
各
一
部
、
美
雪
町
丁
二
・

三
丁
目
の
各
一
部
、
北
新
田
の
一
部

▼
七
月
十
一
日
働
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
猿
倉
の
｝
部
、
津
池
、

菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
、
午
後
二
時
～

五
時
ま
で
　
諏
訪
町
、
水
野
町
、
川

原
町
の
各
一
部
、
学
校
町
一
丁
目
、

二
丁
目
。

㎝
　
7
月
の
休
日
救
急
医

…
6
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

…
　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

一
1
3
目
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
3
）

…
　
　
　
　
B
8
の
2
0
3
9
番

…
2
0
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

…
　
　
　
　
B
2
の
3
2
7
6
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

…
2
7
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

…
　
　
　
　
溶
2
の
2
5
8
1
番

ρ
　
．
，

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・

’・

　
　
融韻

　
　
赫
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八
月
十
一
・
十
二
日

～

八
月
期
の
年
金
を
受
給
後
に
～

　
八
月
十
一
日
㈲
か
ら
福
祉
年
金
の

支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
指
定
郵
便

局
で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く

だ
さ
い
．
な
お
福
祉
年
金
受
取
り
後

は
、
所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
福
祉
年
金
証
書
を
下
表
で
指
定

さ
れ
た
場
所
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

お
い
で
い
た
だ
く
か
た
　
本
人
ま
た

は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

持
参
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
盾
月

　
　
～
八
月
一
日
～

午
後
三
時
～
七
時

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金
証
書
と

6　●し
c亀　

‘■』

ζ》

福
祉
年
金
証
書
に
押
印
し
た
印
鑑
。

　
当
目
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
。
当
目
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
、

早
め
に
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け

福
祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
生
活

課
年
金
係
（
奮
七
ー
三
一
一
一
番
内

線
一
二
九
）
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し

な
い
と
、
次
期
（
十
一
月
、
四
月
支

払
い
分
）
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皇
蓄
俘

　
　
　
　
水
沢
地
区
公
民
館

　
　
　
今
回
の
市
民
と
語
る
日
の
会
場
は

　
　
水
沢
地
区
公
民
館
で
す
。
市
役
所
ま

　
　
で
は
遠
い
し
、
チ
ョ
ッ
と
堅
固
し
く

　
　
て
と
い
う
方
も
気
軽
に
お
い
で
く
だ

　
　
さ
い
。
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教

　
　
育
長
、
関
係
部
長
が
ジ
ッ
ク
リ
と
お

　
　
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
勿
論
、
水
沢

　
　
地
区
以
外
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。

期
　
　
　
日

年
金
支
払
い
場
所

年
金
証
書
提
出
場
所

8
月
n
日
㈲

午
前
9
時
～
午
後
4
時

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
郵
便
局

（
市
民
生
活
課
年
金
係
員
）

8
月
1
2
日
図

午
前
9
時
～
午
後
3
時

十
日
町
本
町

　
　
簡
易
郵
便
局

市
役
所
市
民
生
活
課

　
　
　
年
金
係
窓
口

十
日
町
高
田
郵
便
局

土
市
郵
便
局

土
市
郵
便
局

市
民
生
活
課

年
金
係
員

8
月
n
日
側

午
前
9
時
～
午
後
4
時

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
・

十
日
町
川
治

　
　
　
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治

　
　
簡
易
郵
便
局

下
条
郵
便
局

下
条
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水

　
簡
易
郵
便
局

新
水
農
協
主
任

六
箇
郵
便
局

六
箇
郵
便
局

六
箇
地
区

公
民
館
俵
山
に

※例年午前中は混み合いますが午後からは比較的すいてい
　ます。

※福祉年金請求書は必要事項を記入の上お持ちください。

　
原
子
爆
弾
が
、
広
島
市
と
長
崎
市

に
投
下
さ
れ
て
か
ら
三
十
五
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

（
松
井
愛
美
会
長
）
で
は
、
八
月
六

目
午
前
八
時
か
ら
、
市
民
会
館
で
、

原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
民
大
会
を
行

い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

　　　献血車日程一一
と　き　8月4日（月）午前10時～午後3時

ところ　十日町市役所

と　き　8月5日図午前10時～午後3時

ところ　下条公民館

と　き　8月8日團午前10時～午後3時

ところ　中条病院

一明日といわず今献血しましょう一


